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瑜
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は
じ

め
に

　

密
教
に

お
い

て

は
、

そ
れ
ぞ

れ

の

尊
格
を

修
法
の

対
象
と

す
る

別
尊

法
が

発

展
し

た

こ

と

で
、

各
尊
格
を
ど

う
理

解
す
る

の

か

が

重

要
と

な
っ

て

き
た

。

そ
の

場
合

、

そ
れ

ぞ

れ
の

尊
格
が

説
か

れ
る

経
典
自
体

が

ど

の

よ

う
に

解
釈
さ
れ

て
い

る

か
と
い

う
こ

と

が

尊
格
の

理

解
に

大

き

く
作
用

す
る

。

そ
し
て

、

こ

の

よ

う
な

経
典
解
釈
と

尊
格
理

解
の

関

係
性
を

見
出
し

や

す
い

経
典
と

し
て

『

金

剛
峰
楼
閣
一

切
瑜
伽
瑜
祗
経
』

（
以

下

『

瑜
祗
経』
）

が

あ
げ
ら

れ

る
。

以

前
、

拙
稿
に

お
い

て

東
密
に

お

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

1）

け
る

『

瑜

祗
経
』

の

解
釈
の

変
遷
に
つ

い

て

考

察
し
た

が
、

そ
れ
を

簡

単
に

ま
と

め

る

と
、

「

『

瑜

祗
経
』

は

空

海
（

七

七

四
〜

八
三

五
）

に

よ
つ

て

請
来
さ
れ

、

『

真
言
宗
所
学
経
律
論
目

諢）
（

所
謂
『

三

学
録
』

）

に
お
い

て

は
「

金

剛
頂
宗

経
」

に

分
類
さ
れ

て

お
り

、

元
々

『

金
剛

頂
経
』

系

の

経
典
と

解
釈
さ

れ

て

い

た
。

と

こ

ろ

が
、

台
密
の

大
成
者
た

る

安
然

（

八

四
一

〜
？

∀

が
、

『

金
剛
峰

楼
閣
一

切
瑜

祗
経
修
行
法
』

（

以

下

『

瑜
祗

経
疏
』

）

に

お
い

て

「

金

剛
吉
祥
大
成

就
品
第
九
」

に

説
か

れ

る

胎
蔵
八

印
度
學
佛
敘
學
研
究
第
六

十
四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七
年
十
二

月

字

真
言
な
ど

の

胎
蔵
の

要
素
に

着
目

し
、

『

瑜
祗
経
』

を

「

両

部
大
法
之

肝
心
」

と

し
、

「

金

剛
界
の

蘇
悉
の

経
典
」

と
い

う
解
釈
を

加
え

、

台
密

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3
）

の

金
・

胎
・

蘇
に

よ

る

三

部
立

て
の

密
教
の

強

化
を

図
っ

た
。

安
然
の

『

瑜

祗
経
』

解
釈
は

醍
醐

寺
系
統
を

中

心
に

東
密
に

も

影
響
を

与
え

、

金
・

胎
両
部
を

重
ん

じ
、

三

部
立
て

の

構
造
を

取
ら

な
い

東
密
で

は
平

安

後
期
頃
か

ら
「

両
部
而
二

不
二

の

経
典
」

と

解
釈
さ
れ

る
に

至
っ

た
。

」

と
い

っ

た
内

容
で

あ

る
。

こ

の

よ

う
な

経
典
解
釈
を

基
礎
と

す
る

『

瑜

祗
経
』

所
説
の

愛
染
明
王
や

仏

眼
仏
母
の

解
釈
は

経
典
解
釈
と

尊
格
理

解
の

関
係
を

示
す
一

例
と

し

て

注
目
さ
れ

よ

う
。

そ
こ

で
、

本
論
で

は
、

東
密

、

台
密
両
方
に

お

け
る

尊

格
理

解
を

愛
染

明
王

と

仏
眼
仏
母
に
焦

点
を

当
て

て

比

較
し

、

経
典
の

解

釈
と

尊
格
の

解
釈
と

の

関
係

性
を

探
っ

て
い

き
た
い

。

一

　

中
世
に

お

け
る

各
法
門
と

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格

『

渓
嵐
拾
葉
集
』

「

仏
眼

法
事
　
秘
曲
」

に

は

以

下
の

よ

う
に

あ
る

。
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日

本
密
教
に

お
け
る

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
理

解
（
鍵
和
田
）

仍．

弘
法
大
師

，

以…

憂
染
→

為
輪

二

経
ノ

総
体
→

。

智
証
大
師

・

大
勝
金
剛
品

ヲ

以一

為
二

一

経
ノ

総
体
→

。

山

門

流一

何
力

故
ソ

以一
仏
眼
→

独
リ

此
ノ

経
ノ

総
体

ト

云
・

ン

耶

示
シ．
ア

云
ク
、

弘
法
大

師
ノ

相
承

ノ

様
、

以
コ

愛
染
→

為
二

経
体
→

。

其
ノ

故
・

愛
染
三

面

六

臂
ノ

左
ノ

面．

仏
眼、

右
ノ

面．

金
輪

、

中
ノ

面
．

愛
染
也

。

故一

以一
両
部
不
ニ

ノ

総
体
→

為
取

愛
染
→

。

今
ノ

経
・

又
両
部

不
ニ

ノ

経
王

也
。

ー
尤

以
コ

愛
染
→

為
齲

経

次
二

智
証
大
師

ノ

御
相
承

ノ

様
，

、

大
勝
金

剛
ト

・

者
一

身
十
二

臂
リ
。

此
ノ

印
相
・

十
二

品
、

法
門
ヲ

表
示

リ。

ノ

已
上

三

井
寺

ノ

流
義

リ
。

　

次，

慈

覚
大

師
ノ

御
相
承

ノ

様
，

以…一

仏
眼
→

為
コ

故一

大
勝
金

剛
ヲ

以一
一

経
ノ

総

体
ト．．

給

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー7

経
ノ

総

体
→

。

今
ノ

経
ノ

中一

仏
眼

ノ

題
号

ヲ

置
ク．

吉
祥
成
就
品

ト

題

リ
。

吉
祥

ト
・

者
妙

ノ

義
、

成
就

ト
・

者
悉
地

ノ

義
ラ

リ
。

故．

吉
祥
成
就

妙
ト
・

成
就
蘇
悉
地

ノ

名
号

也
。

今
ノ

経
・

妙

成
就

ノ

根
本

劣

故一
。

覚
大
師

ノ

御
相
承、

尤

深
秘
也

。

此
，

尊
ノ

名
字
旁

ク

相
応

リ
。

…

中
略
…

（
『
大
正

蔵
」

七
六
・

五

五
四

頁
・

中
）

『

渓
嵐
拾
葉
集
』

は

台
密
の

光
宗
（
一

二

七

六

〜
一

三

五
〇
）

に

よ
っ

て
、

三
二

一

一

年
か

ら
一

三

四

八

年
頃
の

間
に

書
き

継
が

れ

た

文

献
で

、

口

伝
法
門
も

多
く

、

扱
い

に

は

注
意
を

要
す
る

が
、

右
記
か
ら

は

当
時
『

瑜

祗
経
』

所
説
の

尊
格
に
つ

い

て
、

各
法
門
が

ど

の

よ

う
な

理
解
を

示
し

て

い

た

の

か

を
広

範
的
に

知
る
こ

と

が

で

き
る

。

す
な
わ

ち
、

「

東
密
の

説
（
空
海
の

相
承
）

冂

『

瑜
祗
経
』

を

両
部
不
二

の

経
典
と
し

、

愛
染
明

王

を

両
部
不
二

の

尊
格

、

『

瑜
祗

経
』

の

総

体
と

す
る

。

」

「

三

井
寺
の

説

（

円

珍
の

相
承
）

暦

大

勝
金

剛
を

『

瑜
祗
経
』

の

総
体
と

す
る
」

「

比
叡
山

の

説
（
円
仁
の

相
承）

”

「

仏
眼
仏
母
」

を
『

瑜
祗
経
』

の

総
体
と

す
る

。

」

と
さ

れ
て

い

る
。

な
お

、

安
然
は

仏

眼

仏

母
が

説
か
れ
る

「

金

剛
吉
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

4
）

品
」

を
重
視
し

て

い

る

が
、

空

海
や

円
仁
に
こ

れ

ら

の

説
は

見
ら

れ

な

い
。

し

か

し
、

十
四

世
紀
頃
に

は
、

東
密
で

は

愛
染
明
王
を

、

台
密
の

山

門
（

比

叡
山）

で

は

仏
眼
仏
母
を

、

寺
門
（
三

井
寺）

で

は
大

勝
金
剛

を

『

瑜
祗
経
』

の

総

体
と

し
て

重
ん

じ
た

様
子
が

わ

か

り
、

「

覚
大
師

ノ

御

相
承

、

尤
モ

深
秘
也
」

と

比
叡
山

の

解
釈
を

評
価

し
て
い

る
こ

と

か

ら
、

『

渓
嵐
拾
葉
集
』

の

筆
者
が
比

叡
山
の

立
場
か

ら

言
及
し

て
い

る

様

子
が

窺
え
る

。

こ

れ

を

踏
ま
え
た

上

で

以

下

で

は

ま
ず
愛

染
明
王

に
つ

い

て

見
て
い

き
た
い

。

二

　
東
密
に

お

け
る

愛
染
明
王

の

理
解

　
ま

ず
、

覚

鑁
（
一

〇
九
五

〜

＝

四
四
）

の

『

愛
染
王

講
式
』

で

は

冒

頭
の

総

礼
に

「

南
無
両
部
不
二

慈
悲
示
現
愛
染
明
王
」

（
『

興
教
大
師
全
集
』

（
以
下

『

興
全
』

）

下
・
一

二

四
一

頁
）

と

あ
り

、

文
中
に

も

爰
二

愛
染

明
王

ト
・

者
示「冖

両
部

不
二

之
体
相
→

、

事
円
満
之

大
用
→

、

顕
コ

六

臂
持
物
之

姿
→

。

夫
レ

愛

染
ト

ハ

者
顕
⊃

因

果
ヲ

於
一

身
之

色〜
、

明
王

ト
ハ

者、

表
コ

金
胎

ヲ

于
一

仏
之

名．〜
。

赫
奕

夕
，

日
暉

・

、

照
コ

理

智
不
二

之

形

　
→

、

芬
馥

タ

ル

蓮
華

ハ

開
コ

定
慧
而

二

之

愛
水．〜

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

『

興
全
』

下
・
一

二

四
三

頁
）

胎
金

両
部
不
離
之
即
　
号
二

之
ヲ

愛
染
斗

。

是
知

ヌ

両
部

ノ

肝

心
、

愛
染
也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

『

興
全
』

下
・
一

二

四
五

頁
）

現
⊃

テ

三

目

威
怒

之

粧
→

施
⊃

四

（

『

興
全
』

下
・
一

二

四
三

頁
）

と
、

愛
染
明
王

が

金

胎
両
部

・

理
智
不
二

の

尊

格
で

あ
る

こ

と

が
強
調

さ
れ
る

。

ま
た

、

実
運
（

＝
〇
五

〜
一
一

六

〇
）

の

撰

述
と

考
え

ら
れ

一 20一
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る

『

璽

飢

旦
4

秘
決
』

（
以
下

　
（
5）

『

秘
決
』

）

で

は

今
此

ノ

明
王

．

日
輪
宝
瓶

・

者
表
』

理

智
冥
合
相
応
一

実

之
義
→

。

…

中
略
…

是
レ

　
両

部
理

智
相
応
冥
合

シ

テ

而
モ

開
二

顕
シ．
ア

五

部
悉
地
→

。

為
」

愛
染

王
ノ

身
上

ノ

五

部

　
六

臂
之

曼
陀
→

。

…

中
略
…

（
 
愛
染
明
王

の

図
像
上

に

両
部
や
五

部
が

表
さ

　
れ
て

い

る

こ

と、

 
愛
染
の

修
法
壇
に

つ

い

て
、

 
壇
で

行
う
五

種
法
に

つ

い

　
て
、

を

箇
条
書
き
で

示
す）

ー
剔
H
フ
両

　
部
曼

荼
→

也
。

　

　

　

　

　

　

（

『

真
全
』

五
・
一

七

頁
．

上

〜
］

八

頁
．

上
）

と

愛
染

明
王

像
に

描
か

れ

る

日

輪
と

宝
瓶
に

両
部
理
智
冥
合
の

意

味
づ

け
を
し

、

愛
染
明
王
の

身
上

に

両
部
の

曼
荼
羅
が

表
れ
て

い

る
と

す
る

。

す
な
わ

ち
、

『

瑜
祗

経
』

が
両
部
而
二

不
二

の

経
典
と

解
釈
さ

れ
る

よ

う

に

な

る

の

と

同
じ

平

安
後
期
頃
か

ら
、

愛
染
明
王

自
体
を

両

部
不
二

の

尊
格
と

理

解
す
る

記
述
が

見
ら

れ

る

よ

う
に

な
る

。

な
お

、

管
見
の

限

り
、

こ

れ

以

前
に

こ

の

よ

う
な

解

釈
は

見
出
せ

な
い

。

更
に

、

道

範

（

＝
七

八
〜
一

二

五

二
）

が

実

賢
（

一
一

七
亠

ハ

〜
一

二

四
九
）

の

口

決
を
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

し

た

と

さ
れ

る

『

屯
賦

虱

書

口

決
』

（

以
下
『

口

決
』

）

に

は

「

題
目

事
」

に

『

金
剛

峰
楼
閣
一

切
瑜
伽
瑜
祗
経
』

の

経
題
に
つ

い

て
、

「

金

剛
峰
」

が
金

剛
界
を

「

楼
閣
」

が

胎
蔵
を

指
す
と

し

た

上
で

　
瑜
伽

ト
・

者
男
声
智
界

ノ

声
り

。

瑜
祗

ト
，

者
女
声
理

界
ノ

声
リ
。

此
ノ

ニ

則
チ

翻
シ，
．

　
為
訟

相
応
→

也
。

問
フ
。

今
経

ノ

題
二

先
二

挙
砂

両
部
理
智
→

。

次
二

置
⊃

相
応

ノ

梵

　
音
→

。

有
ユ

何
ノ

深
意’

乎
。

答
フ

。

此

経
始

終
以
二

不
二
一

為
レ

本

　

　
　
初

　

表『一
両
部
→

後一

置
⊃

不
ニ

ノ

詞
→

也
。

（

『

真
全
』

五
．

二

七

頁
．

下
〜
二

八
頁
，

上
）

と

あ
り

、

そ
れ
を
受
け
て

「

愛
染
王
品
第
五
」

に
は

、

日

本
密
教

に
お

け
る

『

瑜
祗
経』

所
説
の

尊
格
理
解
（

鍵
和
田
）

此
ノ

経
ノ

十
二

品
ハ

皆
説
砂

不
二

智
ノ

境
界
→

。

祠

ー

倒
引
。

七

重
ノ

愛
染
義
是

レ

不
二

冥

合
重
々

ナ

リ。

瑜
伽

瑜
祗
相
応

不
ニ

ノ

題

目
・

　
只

タ

是

愛
染
不
二

言
也

。

　
　
　
　
　
（
『

真
全
』

五
・

五
五

頁
・

上
）

と

言

う
。

『

瑜
祗
経
』

に
は

第
二

品
に

染
愛
王

、

第
五

品
に

愛
染
王

が

説

か

れ
、

両
者
は

基
本
的
に

同
体
異
名
の

尊
と

さ

れ

る
こ

と

か

ら
、

『

瑜
祇

経
』

は

理
智
不
二

の

境
界
を
説
く
経
典
で

あ
り

、

「

瑜
伽
瑜
祗
」

と
い

う

理

智
不
二

を
指

す
経
題
は

愛
染
染
愛
が

不
二

で

あ
る
こ

と

を

表
し

て

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

7
）

る

と

言

う
の

だ
。

さ
ら
に

、

道
範
記
と

さ

れ

る

『

町

駅

旦
4
口

伝
』

に

も
「

経
題
中
で

両
部
而
二

不
二

を
指
す
「

瑜
伽
瑜
祗
」

は

「

染
愛
王

晶
」

と

「

愛
染
王
品
」

と
い

う
愛
染
明
王

に

関

す
る

品
の

義
を
以

て

総
題
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8）

が
立

て

ら

れ

た

も
の

で

あ
る

。

」

と
い

っ

た
類
似
の

説
が

見
ら

れ

る
。

さ

ら
に

、

頼
瑜
（

一

二

二

六
〜
一

三

〇

四
）

は

『

瑜
祗

経
拾
古
鈔
』

「

金
剛
峰

楼
閣
一

切
瑜
祗
経
品
一

（

序
品
第
一
）
」

で

今
経

ノ

十
二

品
，

総、、
一

是

愛
染
王

ノ

三

摩
地

リ
。

故一

至
コ ．

彼
ノ

品
処一

殊．

置
尠

調
。

是
レ

顕
ユ
一

部
ハ

皆
愛
染
王

ノ

同
品「〜

。

故
二

云
コ

品
一
斗

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
『

日

蔵
経
』

三

三
・

二

頁
・

下）

「

愛
染
王

品
第
五
」

に

「

愛
染
王

品
」

に

総
題

一 21一

と

し
た

こ

と

を
受
け
て

、

を
置
く
深
意
を
説
い

て
、

今
経
・

以一
両
部

不
二
→

為
協

宗
ト
。

故．

於一
不
二

尊
ノ

法一

標
コ

総
題
→

。

良
有
帥

以

也
。

凡
ソ

今
此

ノ

尊
ノ

種
子
印
契
三

昧
耶

形
尊
形
皆
顕
コ

定
慧
不
二

之
義
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

『

日
蔵
経
』

三

三
・

二

三

頁
・

下）
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日

本
密
教
に
お

け
る

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
理
解
（

鍵
和
田
）

と

い

う
。

す
な
わ

ち、

『

瑜

祗
経
』

は

両
部
不
二

の

経
典
で

あ
る

か

ら
、

不
二

の

尊
格
の

法
に

総
題
が

表
れ

る
の

だ

と

両
部
不
二

の

経
典
と

す
る

経
典

解
釈
と

愛
染
明
王

を

不
二

の

尊
格
と

す
る

尊
格
理

解
を

関

連
づ

け

て

説
明
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

愛
染
明
王

と
い

う
尊
格
の

理

解
を
見
て

行
く
と

、

『

瑜
祗

経
』

と
い

う
経
典
の

解
釈
が

、

同
時
に

そ
こ

に

説
か

れ

る

尊
格
の

理

解

へ

と
つ

な
が
っ

て

い

く

様
子

が

知
ら
れ

る
。

な

お
、

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
か

ら

仏
眼
仏
母
を

選
ん

だ

台
密
に

は
、

こ

の

よ

う
な

愛
染
明
王

理

解
は

ほ

ぼ

見
ら

れ

な
い

。

東
密
と

台
密
の

仏

眼
仏
母
に

関

す
る

尊
格
理
解
の

差

異

−
慈
円
の

解
釈
を

中
心
に

ー

実
運
撰
と

さ

れ
る

『

秘
決
』

（
東
密
）

に

は

以
下
の

よ

う
に

あ
る

。

A
’

入
⊃

ヲ

仏
眼
三

摩
地．

 

説
助

ト
ハ

大
阿
闍
梨
諸

成
就
之

相
→

者
。

仏
眼

尊
ト

・

者
、

是
両

部
大
日

能
生

之
母

。

不
二

一

実
之

源
底
也

。

即
チ

今
与
二

法
性
大
日

→

不
二

阿
闍
梨
位

ト

全

同
ナ
彫

力

故
二

。

　
　
　
　
　
　
　

（

『
真
全
』

五
・

二
一

頁
・

上）

す
な
わ
ち

、

東
密
の

実
運
は

仏

眼
仏
母
を

不
二

の

尊
格
と

す
る

。

こ

れ

は

愛
染
明
王

同
様
『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
と

捉
え
る
た

め

で

あ
ろ

う
。

　

さ
て

、

慈

円
（

＝
五

五

〜
一

二

二

五
）

の

密
教
に

は

事
相
と

教
相
の

総
合
が
見
い

だ

さ

れ

る

の

が

特
徴
で

、

台
密
に

お

け
る

仏
眼

仏

母
の

尊

格
解
釈
も

慈

円
に

よ
っ

て

進
め

ら

れ
た

。

さ

ら

に
、

東
密
に

お
い

て
『

瑜

祗
経
』

の

解
釈
を

進
め

た

実

賢
や

道
範
な
ど

と

同

時
代
の

人
物
で

、

慈

円
の

仏
眼
仏
母
に

関
す
る

記
述
は

当
時
の

台
密
の

仏
眼
解
釈
を
知
る

上

で

最
も
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る

。

そ
こ

で
、

本
項
で

は

台
密
の

仏
眼
理

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　（
9）

解
を
慈
円
を
中
心
に

見
て

い

き
た

い
。

以

下

は

慈
円
の

著
作
に
見
ら

れ

る

仏
眼
理

解
で

あ
る

。

ま

ず
、

『

＠

暇

別
』

「

夢
想
記
」

で

は

冒
頭
で

自

身
の

夢
の

内
容
を
記
し

、

そ
れ

に
つ

い

て

思

案
す
る

中
に

又
思

惟
シ

テ

云
ク、

輪
也

。

神
璽

ト
・

者
仏
眼
部
母
乃

玉

女
也

。

金
輪
聖
王

ト
・

者
一

字
金

…

中
略
…

其
ノ

後
又
重
　
加
”

案
ヲ

之

処
・

、

胎
蔵

ノ

大
日

・

是

仏

眼
歟

。

　
金

界
ノ

大
日
・

是

金
輪
也

。

印
相
等
全

同
也

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　（
『

続
天

全
』

密
教
三
・

二

三
二

頁
・

上

〜
下）

と
い

っ

た

仏
眼
理

解
が

見
ら

れ

る
。

ま
た

、

同
『

慰

噴

別
」

「

瑜
祗
経
行

法
」

に

お
い

て

も
、

瑜
祗
経

・

両
部

ノ

肝
心

也
。

毘

慮
遮
那
別

行
経

ハ

蘇
悉
地

ノ

肝
心
也

。

両
部
肝

心
ト

ィ
ハ

者
。

瑜
祗
経

ノ

仏
眼
大

成
就
品

二

説

笥
成

身
ノ

行
法
り

。

用
⊃

行
位

ノ

薩
捶

ハ

　

仏
眼

ノ

八

字
→

。

…

中

略
…

又

還

成
二

部
母
身
→

此
ノ

仏
眼

，

胎
蔵
大
日

也
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　（
『

続
天
全
』

密
教
三
・

二
一

五

頁
・

上
〜

下
）

と
い

い
、

さ
ら

に

『

法
華
別
帖
』

に

も
、

今
一

字
金
輪

ト

云
フ

尊
ハ

、

大
日

釈
迦

ノ

令
コ

ル

合

成
→

尊
也

。

是
レ

則
チ

金
剛
界
大

日
也

。

仏

眼
ト

云
フ

ハ

則
チ

胎
蔵
大
日
也

。

教
時
義

二

云
ク、

亦
名
⊃

ト

仏
眼
→

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

『

続
天

全
』

密
教
三
・

二

六
一

頁
・

下
）

な
ど

と

あ

り
、

慈

円
が
一

字
金

輪
を
金

剛
界
大

日
、

仏
眼
仏

母
を
胎

蔵

一 22一
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大
日

に

配
当

す
る

解
釈
を

展
開
し

て

い

た

こ

と
が

わ

か

る
。

な

お
、

同

時
期
の

東
密
で

も
、

成
賢
（

＝
六
二

〜
一

二

三
一
）

口
・

道
教
（

一

二

〇

〇

〜
一

二

三
六
）

記
と

さ

れ

る

『

遍
口

鈔
』

「

仏
眼
法
事
」

に
は

、

　

都

此
ノ

尊
是

胎
蔵
大
日

也
。

…

中
略
…
一

字
金

輪
・

金
剛

界
大
日

也
。

彼
ノ

尊

　
入
コ

仏

頂
輪
三

摩
地．〜

給
フ

也
。

此
レ

則
チ

理
智
之
義
也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

『

大
正

蔵
』

七
八
・

六
九
三

頁
・

上）

と
、

ま
た

、

実
賢
（

成
賢
と

相

弟
子
）

口
・

道
範
記
『

口

決
』

「

金

剛
吉
祥

大
成
就
品
第
九
」

に

は

大
成
就

ト

ィ
ハ

不
二

仏
眼

ナ
リ
。

上
，

品
ノ

大
勝
金
剛
金

輪
・

、

即

金

剛
大
日

リ
。

今
ノ

仏

眼
，

即

胎
蔵
大
日

リ
。

…

中
略
：・
ニ

ニ

ハ

約
ユ

レ
ハ

不
二

現
証
門

鴫

不
ニ

ト
ハ

者
仏
眼

ハ

胎
ノ

大

日

定
印

ノ

住
畝

金
ノ

月
輪
略

。

是
ノ

故
二

不
二

胎

蔵
ノ

大

日
ナ
リ
。

金

輪
ハ

金
ノ

大
日

智
拳
印

ノ

住
コ

胎
ノ

日

輪
略

是
ノ

故
二

不
二

金
剛

ノ

大

日
ナ
リ
。

又

仏
眼

曼
荼
羅

ニ

ハ

前
二

安
畝

金
輪
→

。

金

輪
ノ

曼
荼
羅

ニ

ハ

前
二

安
ユ

仏

眼
→

。

互
ヒ

ニ

為
ユ

ナ

リ

主
伴
ッ

。

不
二
一

体
ノ

意
易
け

解
シ
。

　
　
　
（
『

真
全
』

五
・

八

六

頁
・

上
〜

下）

な

ど

と

あ
る

。

成

賢
、

実
賢
は

共
に

醍
醐
寺
座
主

に
座
っ

た

人
物
で
、

東
密
で

も
醍

醐
の

周
辺
に

は

慈

円
と

ほ

ぼ

同

時
期
に
類
似
の

解
釈
が

見

ら

れ

た
こ

と

に

な
る

。

「

は

じ
め

に
」

で

拙
稿
の

内
容
を
紹
介
し

た

よ

う

に
、

東
密
の

『

瑜

祗
経
』

解
釈
は

、

安
然
の

教

説
が

醍
醐

寺
を

中
心
と

す
る

小
野
流
に

入
り

、

発
展
し

た

と

考
え
ら

れ

る

こ

と

か

ら
、

仏
眼

仏

母
の

解
釈
に

お
い

て

も
両
者
が
影
響
し

合
っ

た

可
能
性

は

非
常
に

高
い

。

と
こ

ろ

が
、

東
密
の

仏
眼

解
釈
に

は

『

遍
口

鈔
』

に

お
い

て

「

此
レ

則
チ

理

智
之
義
也
」

と

付
け
加
え
ら
れ

た

り
、

『

口

決
』

に
お
い

て

も
仏
眼

と

日

本
密
教
に
お

け
る

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
理

解
（

鍵
和
田
）

金
輪
を
胎
金
の

大
日

に

配
当
し
つ

つ
、

内
容
的
な

主

張
の

中
心
が

両
部

而
二

不
二

を

前
提
と
し

た

仏
眼
と

金
輪
の

不
二
】

体
に

あ
る

と
い

っ

た

慈
円
の

解
釈
に

は

見
ら

れ

な
い

特
徴
が

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

『

瑜
祗
経
』

を
両

部
而
二

不
二

の

経
典
と

す
る

東
密
に

お
い

て

は

『

瑜
祗

経
』

に

説

か

れ
る

尊
格
は

基

本
的
に

不
二

の

尊
格
と

捉
え
ら

れ

る

傾

向
に

あ
り

、

『

瑜
祗
経
』

を
「

金
剛
界
の

蘇
悉
地
」

と

判
じ

、

胎
蔵
八

字
真
言
や

仏
眼

仏

母
の

説

か

れ

る

「

金

剛

吉

祥

大

成

就
品
」

を
「

金

剛
界
中

二

兼
ネ
テ

説
功

ナ
リ

胎
蔵
極
密
究
竟
之
法
→

（

金
剛
界
中
に

合
わ

せ
て

胎
蔵
の

極
め
て

秘
密

　
　
　

　

　

　

　

　
　
（
10）

究

竟
な

る

法
が

説
か
れ

た

も
の
）
」

と

し

て

重

ん

じ

た

台
密
で

は
仏
眼

仏
母

は

あ
く
ま
で

胎
蔵
の

尊
格
と

解
釈
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る

。

な

お
、

『

渓

嵐
拾
葉
集
』

の

「

仏
眼
法
事
　
秘
曲
」

に

は
、

仏
眼

ノ

相
貌

ヲ

云
ハ

ハ

、

金

剛
界

ノ

大
日

ノ

胎
ノ

法
界
定
印

ヲ

結
テ

胎
ニ

シ

テ

胎
蔵
三

摩
地

二

入
リ

給
ヘ
リ
。

故

両
部
不
二

蘇
悉
地

本
尊

習

也
。

　
…

中
略
…
如
け

此
ノ

答
ヘ

ツ

ル

ハ

ー
明
也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（
『

大
正

蔵
』

七
六
・

五

五

四
頁
・

下
）

と

あ
り

、

台
密
に

仏

眼
仏
母
を

両
部
不
二

の

本
尊
と

す
る

伝
承
が
あ
っ

た

よ

う
に

捉
え

ら

れ
る

。

と
こ

ろ

が
、

こ

の

場
合
は

「

両

部
不
二

蘇
悉

地
ノ

本
尊
」

と

表
現
さ

れ
、

あ
く
ま

で

蘇
悉
地
に

お

け
る

両
部
不
二

を
主

張
し

て

お

り
、

両

部
の

外
に

不
二

を

説
か

な
い

東
密
の

理

解
と

は

明
ら

か

に

異
な
る

。

そ

こ

で
、

「

東

寺
ノ

流
二

不
隔

習
」

蘇
悉

地
ヲ

事
分
明
也
」

と
、

東
密
に
は

蘇
悉
地
の

伝

統
が

な
い

こ

と

を

言
い

、

見

解
の

相
違

を

示
す
の

で

あ
る

。

ま
た

、

仏
眼
仏
母
を

蘇
悉
地

の

本
尊
と

す
る

尊
格
理
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日

本
密
教
に
お

け
る

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
理
解
（

鍵
和
田
）

解
は

、

安
然
が

『

瑜
祗

経
』

を

金
剛
界

の

蘇
悉
地
と

判
じ

た
こ

と

と
一

致
し

て

お

り
、

台
密
に

お
け
る

仏
眼
仏

母
の

理
解
に

も
、

『

瑜
祗

経
』

の

経
典
解
釈
が

反
映

さ

れ

て
い

る

と
考
え

る
こ

と

が

で

き
る

。

ま
と

め

　

以

上
、

『

瑜
祗
経
』

所
説
の

尊
格
理

解
に
つ

い

て

述
べ

た
。

こ

の

背
景

に

東

密
と

台
密
の

両
者
が

互
い

に

影
響
し
合

う
こ

と
で

発

展
し

た

『

踰

祗
経
』

の

経
典
理
解
が

あ
る
こ

と

を

考
え
れ

ば
、

日

本
密
教
に

お
い

て

は

東

密
と

台
密
が
相
互

に

関
係
し

な
が

ら
、

教

相
と

事
相
の

両
側
面
よ

り
、

各
自
の

解
釈
を
建
立
し

て

き
た

経
緯
が

窺
え
る

。

ま
た

、

別
尊

法

が

発

展
す
る

と

共
に

各
尊
格
の

理

解
が

経
典
解

釈
に

基
づ

い

て

進
ん

で

い

く

様
子
は

、

教
相
と

事
相
が

密
接
に

結
び
つ

き
、

同
時
進
行
で

発

展

し

て

き
た
こ

と

の
一

例
と
し
て

提
示
で

き
る
で

あ
ろ

う
。

　

な
お

、

こ

の

他
に

も

不
二

と

さ

れ

る

尊
格
が

存
在
す
る

た

め
、

そ

れ

ら

と

の

関
係
性
を

考
え

る

必
要
が

あ
る

が、

今
後
の

課
題
と
し
た
い

。

1
　
鍵

和
田
聖

子
「

東
密
に

お

け
る

『
瑜
祗
経
』

解
釈
の

変
遷
」

（
「

龍
谷
大
学

　
文
学
研
究
科
紀
要』

ゴ．
五

、

二

〇

＝
二
）

。

2
　
『

定
本
弘
全
』

　一
・

四

三

頁
〜
四
九

頁
。

3

『

大
正
』

七
五
・

四
四
一

頁
・

上
。

4
　
『

大
正
』

六
一
・

四
九

四

頁
・

下
。

5
　
『

真
全
』

掲
載
『

秘
決
」

の

底
本
は

天

文
十
八

年
（

一

五
四

九
）

に

高
野

　
山
覚
融
に
よ
っ

て

書
写
さ
れ
た

も
の

。

書
写

年
代
は

下
る
が

、

本
書
は

実
運

　
の

代
表
的
著
作
と

し
て

伝
わ

っ

て

お
り

、

内
容
か
ら

考
え

て

も
、

実
運

な
い

　
し

醍
醐
周
辺
で

平
安
後
期
頃
ま
で

に

ま
と

め
ら

れ
た

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

6
　
本
書
は

奥
書
よ

り
道
範
が
仁
治
二

年
（
一

二

四
〇）

の

十
一

月
一

日

か
ら

　
三

十
日

ま
で

師
で

当
時
の

醍
醐
寺
座
主

で

あ
っ

た

実
賢
が

法
性
寺
に

お
い

て

　
藤
原
（

九

条）

兼
実
に

『

瑜
祗
経
』

の

伝
授
を
し
た

際
に

、

道
範
も
同
席

　
し

て

そ

の

口

説
を

聞
き

記
し

た

も
の

と

さ

れ

る
。

底

本
に

弘

安
五

年

　
（
一

二

八

二
）

書
写
本
が

あ
り

、

道
範
死
後
三

十
年
あ
ま
り
で

あ
る

か

ら
、

　
ほ

ぼ

奥
書
を

信
用
し
て

良
い

と

考
え
る

。

7
　
底
本
と

し
て

永
仁
五

年
（
一

二

九
七
）

書
写
本
が
挙
が
る

。

ま
た

、

貞
応

　
三

年
（

一

二

二

四
）

に

道

範
が

記
し
た

も
の

を
順
に

写
し
た

記
録

が

見
ら

　
れ

、

少
な

く
と

も
十
三

世
紀
後

半
に
は

存
在
し

た
こ

と
が

わ
か
る

。

8
　
『

続
真
全
』

七
・
一

〇
六

頁
・

上
。

9
　
慈
円
に
つ

い

て

は
、

三

崎
良
周
『

台
密
の

研
究
』

（
創
文
社、

一

九
八

八
）

、

　
『

台
密
の

理

論
と

実
践
』

（
創
文
社

、

一

九

九
四）

、

水
上
文
義
『

台
密
思

想

　
形
成
の

研

究
』

（

春
秋
社

、

二

〇
〇

八
）

な
ど

を
参
照

。

10
　
『

大
正

蔵
』

七
五
・
一

八

八

頁
・

下
。

〈

参
考
文
献
〉

三

崎
良
周
『

台
密
の

研
究
』

（

創
文
社、

一

九
八

八
）

三

崎
良
周
『

台
密
の

理

論
と
実
践
』

（

創
文
社

、

一

九
九

四）

水
上

文
義
『

台
密
思

想
形
成
の

研
究
』

（
春
秋
社

、

二

〇
〇

八）

鍵
和
田

聖

子
「

東
密
に

お

け
る

『

瑜
祗
経
』

解
釈
の

変
遷
」

（

『

龍
谷
大
学
文
学

　
研

究
科
紀
要
』

三
五

、

二

〇

二
二

、

二

入

〜
三

九

頁）

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　
『

瑜
祗
経
』

、

愛
染
明
王

、

仏
眼
仏
母

、

慈
円

（

龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
・

博
士
（
文
学）
）
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